
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】球面などの空間図形を，方程式で表すことができる。
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□球面の方程式

　空間において，定点からの距離が一定の値であるような

点全体の集合を，中心が，半径がの球面，または単に

球という。

　中心の座標を ，， ，球面上の点の座標を

    とし，条件を座標を用いて表すと

　　　　　　　　     
   

   

 であるから，この式は，両辺を乗した次の式と同値である。

　　　　　　　　    
   

   

    

   
   

   



    

から考えてもよい

一般形は
     

よって，この式は中心が点    ，半径がの球面を表す。これをこの球面の方程式という。

問９）　次のような球面の方程式を求めよ。

　　　　中心が点   ，半径が

　 
    

    
   

　　　　点    ，    を直径の両端とする

　求める球面の中心は，点    ，    を結ぶ線分の中点であるから

　　　 
 



 



 


　　　　すなわち　　 

　半径は中心と点    の距離であるから

　　　   
    

    
   

　よって，求める球面の方程式は

　　　   
    

   



  
    

     

の球面上に  があるので

　  
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   

 



 



　球面 
    

    
   が平面と交わって

できる図形について考えてみよう。

　平面は方程式  で表されるから，球面が平面と

交わってできる図形の方程式は

　 
    

    
   ，  

すなわち　 
    

   ，  

この方程式は，平面上で，中心が点    ，半径がの円を表す。

応用例題６）

　　中心が点    ，半径がの球面が，平面と交わってできる円の半径がであるという。

共有点など交わる部分については連立するのが基本
　の値を求めよ。

平面



　　中心が点    ，半径がの球面の方程式は

　　　　　　　　　 
    

    
    

　　　この球面が平面と交わってできる図形の方程式は

　　　　　　　　　 
    

    
     ，

　　　すなわち　　 
    

       ，

　　　これは平面上で，中心が点    ，半径が   

　　　の円を表す。その半径がであるから　　     

　　　すなわち　　  　　　よって　　

座標は問題の設定から

を用いる

この円を式で表すと

「 
    

     」である
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